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　ＴＡＣは２００８年、ＪＡグループと担い手との距

離が広がりつつある中で誕生しました。それまで

は営農経済渉外などが組合員宅に出向き、ＪＡの

生産資材の購入などを提案していました。しかし

地域農業の担い手のニーズが多様化するにつ

れ、ＪＡグループの既存の事業では対応できない

様々な要望・課題に対応するため、個別提案が

必要になりました。モノを売る渉外から担い手の

要望・ニーズを聴き取り、課題解決する渉外へと

転換したのです。

　要望・ニーズを聴き取ると言っても、初めからうま

くいった訳ではありません。担い手の中にはＪＡへ

の不平・不満も少なくなく、要望を聴くにも、まずは

信頼関係の構築が必要だったからです。「３年通っ

て、ようやく要望を言ってもらえた」と話すＴＡＣもい

るほどで、まさに奮闘の時期でした。その後、ＪＡ全

農は先進的なＪＡを例に「ＴＡＣ設置・活動基準」を

策定。全国的な活動の底上げを図りました。

　具体的には、ＴＡＣ設置の目的や訪問対象、要

員の他、ＴＡＣミーティングによる情報共有の仕

方や、訪問件数などの活動基準を定めて、業務

を「見える化」したのです。このことがＪＡ内で担

い手の要望を聴き取り、解決策を提案する体制

整備につながりました。当初は担い手から販路

拡大などの要望が多く、ＴＡＣが生産者と消費者

をつなぐ「生産と販売のマッチング」での成果が

あがるにつれて、ＴＡＣの活動の評価が高まりま

した。

　労働力の確保、水田農業の大規模営農モデ

ルの実証、園芸メガ団地の育成－－。最近では

担い手個人だけでなく地域農業全体の課題に

解決策を提案するなど、ＴＡＣの活動はレベル

アップしています。今後はＴＡＣが専門的な知識・

技術を持つ人たちと連携し担い手の経営改善を

コーディネートしたり、ＴＡＣが聴いた担い手に共

通する課題をＪＡグループで事業化・仕組みづく

りをし、担い手・地域と一体で課題解決する取り

組みを進化させていきます。

誕生から10年

2017年、ＴＡＣは誕生して10年目の節目を迎えました。現在、全国で1700人超の担当者が、担い手に直接出向いて要望を聴き、課題を解決
するため奮闘しています。農産物の販路や労働力支援、事業承継や婚活の相談まで、担い手の多様なニーズに合わせ、活動内容も広がっ
ています。「ＴＡＣパワーアップ大会2017」が16、17日に横浜市で開かれるのに合わせ、ＴＡＣのあゆみと実力、次のステップをまとめました。

●2004年～　営農経済渉外による出向く体制の構築を開始
　2006年4月 「新生プラン農業担い手支援基本要領」策定
　2007年4月 「担い手対応の基本方針」を転換
  担い手の意見聴取に基づくＪＡグループの事業改善・                
  情報共有・対応力強化を目指す。

　6月  ＪＡで情報共有ミーティング（現ＴＡＣミーティング）スタート
　8月  担い手対応支援システム（現ＴＡＣシステム）が完成し、面 
  談内容の記録が始まる

●訪問活動や担い手の要望に応えるＪＡ内の体制を整備。                      　
生産と販売のマッチングを行うなど、ＴＡＣの仕組みと活動が定着し始める。
　2010年9月 銀座三越にみのりカフェ＆みのる食堂を開業
　2011年9月 銀座三越でみのりみのるマルシェ開始
　　　　　  生産者の想い、地域の産物・文化・歴史を伝えるフリーペーパー   
 「ＡＧＲＩＦＵＴＵＲＥ」発行

●労働力支援や法人化支援をＪＡが事業化
（2012年ＴＡＣパワーアップ大会表彰ＪＡ）

●農業法人と一体で経営改善を行い、大規模営農モデル実証
（2014年大会表彰ＪＡ）

●法人の10年運営プラン策定、園芸メガ団地を育成（2015年大会表彰ＪＡ）
 2016年11月 農業法人・若手農業者と生産資材の価格低減に向け                   
  資材事業研究会を開始
　 2017年１月  農業経営を円滑に引き継ぐための「事業承継ブック」発行

発 展

定 着

●担い手の訪問を始めるが、当初は不平・不満・クレームばかり…。  
それでも、ねばり強く訪問を続けるうちに信頼を得て、要望がつかめるようになる。

　2009年2月 ＪＡグループ国産農畜産物商談会に「ＴＡＣの店」出展開始

●担い手の要望・課題をつかみ、経営規模や内容に応じた個別提案を 
行えるようになったが、ＴＡＣやＪＡ間での活動量や対応に差があることが課題に。

　2009年11月 「ＴＡＣ設置・活動基準」策定→先進ＪＡに学び活動を標準化

2008年4月、「地域農業の担い手に出向くＪＡ
担当者」の名称をＴＡＣに統一。モノを売る渉外
から担い手の要望を聴き、課題解決する渉外へ
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ＪＡグループで事業化・仕組みづくり

大型トラクター
●生産者が機能を厳選した低コスト農機を開発・共同購入でコストダウン

化成肥料の銘柄集約 
●集約銘柄を予約して皆でコストダウン

農薬大型規格
●安価な大型規格でコストダウン

Ｚ－ＧＩＳ（仮称）
●地図情報をもとに効率的圃場管理

アピネス／アグリインフォ
●１ｋｍメッシュ気象情報の活用で、気象被害の回避
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労働力支援
●外国人技能実習生受入支援や農作業請負などで労働力を支援

事業承継
●親から子へ農業経営・資産の引き継ぎを仲介
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さまざまな事業でＴＡＣが起点に

つくり手を訪ねるツアー 女性農業者の婚活イベントみのりみのるマルシェ国産農産物商談会にＴＡＣの店 「ＡＧＲＩＦＵＴＵＲＥ」「事業承継ブック」
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　2008年5月 全農にＴＡＣ推進課発足/11月　第1回ＴＡＣパワーアップ大会
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